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ての文化概念、 「感情の構造」や「形式J を駆使した批評、技術の文化形式の相互関連の照射などをみてし、く。第 4
部では、ウィリアムズが 80 年代前後に提示した「文化社会学J を中心に検討するとともに、その時代の彼の社会と
- 124-
の関わり方をみてし、く。ウィリアムズは具体的な研究と平行してさまざまな立場や思想を検討し、 「文化社会学」を
構想するに至る。それは文化生産(と分配)の社会学であり、また過程、関係を照射することが重視されている。彼
は当時流行中のカルチュラル・スタディーズ(ディシプリンを必要としなし、)や人間の主体性を軽視するさまざまな
考え方への「抵抗j として、文化社会学を構想したといえる。
ウィリアムズは、政策立案や調査に関与するよりも文化研究や教育の現場に身を置くことを選択し、また「ブ、ルジ
ョア社会観念」の系譜にあるさまざまなものに対峠し抵抗し続けた。またウィリアムズは、物事の「関係」やそれが
形成される「過程」を重視し、階級・平和・女性・環境といった社会的不平等の問題について思考し、議論し、行動
した。こうしたきわめて原理的な意味においてウィリアムズ、は社会学的で、あったといえよう。
論文審査の結果の要旨
本論文は、 20 世紀のイギリスを代表する文化研究者であるレイモンド・ウィリアムズについて、その全体像を描き
だす目的で執筆されている。ウィリアムズについては、日本でも、イギリス文化史やカルチュラル・スタディーズな
どの視点から、多くの研究者が考察の対象にしてきたが、これまでその全体像を描こうとした試みはほとんどみられ
ず、その意味でも、本論文の意義は大きいものと考えられる。
ウィリアムズ独自の文化概念、を明らかにするとともに、「感情の構造j などの概念についても目配りよく分析が加
えられており、さらに、晩年の文化社会学の構想に関しても、巧みな交通整理がみられる。
また、単に彼の思想、を整理したにとどまらず、それを彼が生きたイギリス社会の歴史的変化のなかに位置付けると
いう思想史的な作業を行うことで、ウィリアムズの思想、をより立体的に描きだすことにも一定成功したといえる。
膨大な文献にあたり、ウィリアムズの思想の全体像を、文化社会学的関心から描き出した本論文は、これまでの研
究に新たな知見を加えたという点で高く評価できる。
以上の理由から、本論文は博士(人間科学)の学位授与に値すると判定した。
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